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Public relations
of Mishima-town,

Fukushima in Japan

役場って、
いろんな仕事してんだな。

（のぞむくん）

子どもにも
関係あるんだね。

（きょうかちゃん）

三島小 2年生の役場見学は6月27日に行われ、
児童たちは小松昭総務係長のお話を聞きながら
役場庁舎内を見学しました。



福島県大沼郡三島町　みしままち

　三島町は、福島県の西部を流れる只見川沿
いの小さな町です。優良な「会津桐」の産地と
して知られるほか、小正月の行事「サイノカミ」
や、野山の材料で作る「編み組細工」などの伝
統が受け継がれ、「日本で最も美しい村」連合
に加盟しています。
■面積 90.83㎢ ■人口 1,880 人（6 月 1 日現在）
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第25回ふくしま駅伝コース・中継所
白河陸上競技場⇒福島県庁前　全長 95.1㎞　16区間

11月17日㊐ 7：40スタート

単
独
出
場
は
困
難
な
７
町
村
が

合
同
チ
ー
ム
編
成
を
目
指
す

　

11
月
17
日
㊐
に
開
催
さ
れ
る
第

25
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅

伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）

に
お
い
て
、
単
独
で
の
チ
ー
ム
編

成
が
困
難
な
町
村
の
合
同
チ
ー
ム

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
全
市
町
村
に
出
場
し
て
ほ
し

い
と
い
う
主
催
者
の
計
ら
い
で
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
当
町
は
平

成
11
年
を
最
後
に
、
選
手
不
足
に

よ
り
出
場
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
は
こ
の
特
別
措
置
に
よ

る
出
場
を
目
指
し
ま
す
。
該
当
す

る
と
見
込
ま
れ
る
町
村
は
、
当
町

の
ほ
か
、
金
山
町
、
昭
和
村
、
檜

枝
岐
村
、
湯
川
村
、
川
内
村
、
葛

尾
村
の
７
町
村
。
当
町
が
合
同

チ
ー
ム
の
事
務
局
を
担
い
ま
す
。

区
間
制
限
に
も
特
別
措
置

選
手
の
選
考
方
法
は
検
討
中

　

ふ
く
し
ま
駅
伝
で
は
区
間
に

よ
っ
て
男
女
制
限
や
、
中
学
生
、

高
校
生
、
シ
ニ
ア
（
男
子
40
歳
以

上
、
女
子　

歳
以
上
）
の
制
限
が

あ
り
ま
す
が
、
合
同
チ
ー
ム
で
は

男
女
制
限
は
維
持
し
、
中
学
生
・

高
校
生
・
シ
ニ
ア
の
制
限
は
し
な

く
て
も
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
成
績
に
つ
い
て
は
チ
ー
ム
表

彰
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

制
限
区
間
の
正
規
ル
ー
ル
に
従
っ

て
出
場
し
た
選
手
の
区
間
賞
は
認

め
ら
れ
ま
す
。

　

選
手
希
望
者
の
申
し
込
み
が
す

で
に
集
ま
っ
て
お
り
、
出
場
が
可

能
と
な
る
見
込
み
で
す
。
選
手
の

選
考
、
区
間
配
置
な
ど
の
決
め
方

に
つ
い
て
は
検
討
中
で
す
。
練
習

に
つ
い
て
は
自
主
練
習
を
基
本
と

し
ま
す
が
、
合
同
練
習
や
合
宿
の

実
施
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

力
を
合
わ
せ
て
駅
伝
出
場

町
に
元
気
を
、
町
民
に
勇
気
を

　

当
町
は
過
去
に
平
成
４
年
か
ら

11
年
ま
で
８
回
出
場
し
ま
し
た
。

選
手
た
ち
と
支
え
て
く
れ
た
方
々

が
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
毎
回
予

想
以
上
の
成
績
を
残
し
、
勇
気
と

感
動
を
呼
び
起
こ
し
ま
し
た
。
そ

の
経
験
が
そ
の
後
の
励
み
に
な
っ

た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
再
び

あ
の
感
動
を
共
有
し
、
明
日
へ
の

元
気
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
応
援
や
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
町
教
育
委
員
会

　

☎
（
48
）
５
５
９
９

市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会
（ふくしま駅伝）

　白河市から福島市までタスキをつなぎ、
中通りを縦断する駅伝。平成元年に第 1 回
大会が開催され、今年で 25 回目となる。市
町村対抗で競われ、中学生から大人まで多
くの県民が参加する。福島陸上競技協会と
福島民報社の主催、福島県などの共催、東
北電力・東邦銀行などの協賛。

【当町の過去の成績】
※第 1 回大会から第 3 回大会は不出場
平成 4 年（第 4 回大会） 総合 87 位
平成 5 年（第 5 回大会） 総合 79 位
平成 6 年（第 6 回大会） 総合 77 位
平成 7 年（第 7 回大会） 総合 71 位
平成 8 年（第 8 回大会） 総合 68 位
平成 9 年（第 9 回大会） 総合 54 位
平成 10 年（第 10 回大会） 総合 65 位
平成 11 年（第 11 回大会） 総合 69 位
　第 14 区 3.4㎞（中学女子）
　堀金ゆりさん（三島中 1 年＝当時）
　町の部区間賞（総合 3 位、12 分 25 秒）
※以降、選手不足により不出場

ふ
く
し
ま
駅
伝
に
合
同
チ
ー
ム
で
の
出
場
を
目
指
し
ま
す
。

一
勝
を
目
指
し
て
練
習
中
で
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
９
月
か

ら
開
幕
す
る
第
７
回
市
町
村
対
抗

福
島
県
軟
式
野
球
大
会
出
場
に
向

け
て
、実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

参
加
者
を
募
集
し
て
チ
ー
ム
編
成

し
ま
す
。

　

三
島
町
チ
ー
ム
は
、
こ
れ
ま
で

の
出
場
５
回
の
結
果
は
い
ず
れ
も

初
戦
敗
退
で
す
が
、
昨
年
の
試
合

で
は
エ
ラ
ー
は
少
な
く
、
今
後
に

期
待
で
き
る
内
容
で
し
た
。
投
手

の
板
橋
洋
平
さ
ん
（
宮
下
）
や
、

捕
手
の
舟
木
孝
幸
さ
ん
（
桑
原
）

な
ど
を
中
心
に
、
初
の
一
勝
、
初

戦
突
破
を
目
指
し
て
夜
間
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

選
手
確
保
に
苦
労
し
て
き
ま
し

た
が
、若
い
選
手
も
増
え
て
お
り
、

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※
町
内
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
で

あ
れ
ば
、
町
外
在
住
で
も
５
人
ま

で
出
場
可
能
。

※
グ
ロ
ー
ブ
、
ス
パ
イ
ク
、
練
習

着
な
ど
は
各
自
用
意
。

※
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
。

※
サ
ポ
ー
タ
ー
も
歓
迎
。

問
町
教
育
委
員
会

　

☎
（
48
）
５
５
９
９

市町村対抗軟式野球の三島町チーム（昨年）

第
７
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
９
月
開
幕

2 市町村対抗
福島県軟式野球大会

3 ふくしま駅伝
合同チームで出場目指す

国民健康保険税
改定（引き上げ）のお知らせ

4

6 地区支援事業補助金
５件を補助採択

13 三島中男子バレーボール部
全会津中体連優勝
町観光協会の田舎体験ツアー

14 「社会を明るくする運動」強調月間
／消防職員採用試験／広域圏行政
職採用試験／放送大学 10 月入学
生募集／銃砲刀剣類の登録／ふく
しま大卒等合同就職面接会／ご寄
附／ 7 月の納税／町の人口と世帯

17 東北電力から節電のお願い
広報みしまが全国入選

18 工人まつりには
編み組ファッションで

20

編集後記

三島町テレビ放送サービス
ご加入のすすめ

2013.7広報みしま 23 2013.7 広報みしま



国
民
健
康
保
険
税
の

改
定
（
引
き
上
げ
）
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
一
般

会
計
と
区
分
し
、
特
別
会
計
で
経

理
し
て
お
り
、
原
則
独
立
採
算
に

よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
１
２
０
０
万
円

の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
ま
し

た
。
国
民
健
康
保
険
は
町
民
の
約

４
割
が
加
入
し
て
お
り
、
会
社
な

ど
を
退
職
さ
れ
た
方
も
将
来
的
に

加
入
す
る
保
険
で
あ
る
た
め
、
町

民
生
活
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
不

足
財
源
の
う
ち
１
０
０
０
万
円
を

一
般
会
計
か
ら
補
て
ん
し
（
当
町

で
は
初
め
て
）、
残
り
の
不
足
財

源
を
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

で
賄
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
国
保
税
を
改
定

（
引
き
上
げ
）
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
７
月
中
に
は
、
新
た
に
算

定
し
た
納
税
通
知
書
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
の
で
、
改
定
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

内　　訳 改　定　前 改　定　後

医 療 分

世 帯 平 等 割 13,200 円 15,000円
被 保 険 者 均 等 割 19,200 円 20,400円
所 得 割 6.29％ 6.25％
資 産 割 43.40％ 50.46％

後 期 高 齢 者
支 援 金 分

世 帯 平 等 割 4,300 円 4,500円
被 保 険 者 均 等 割 5,500 円 6,100円
所 得 割 1.70％ 1.87％
資 産 割 12.51％ 15.13％

介 護 分

世 帯 平 等 割 4,780 円 4,500円
被 保 険 者 均 等 割 9,200 円 8,500円
所 得 割 2.00％ 2.00％
資 産 割 18.60％ 27.44％

国民健康保険税の改定内容（年額）

【例①】40歳～ 65歳の夫婦と子2人の場合（年額）
被保険者 4 人（うち介護保険該当 2 人）
世帯課税対象所得 383 万円、固定資産税 0 円の場合

医療分 後期高齢者支援金分 介護分 計 増加額 増加率

平成 24 年度 330,907 円 91,410 円 99,780 円 522,097 円

平成 25年度 335,975円 100,521円 98,100円 534,596円 12,499円 2.4％

【例②】40歳～ 65歳の夫婦の場合（年額）
被保険者 2 人（うち介護保険該当 2 人）
世帯課税対象所得 0 円、固定資産税 2 万円の場合

医療分 後期高齢者支援金分 介護分 計 増加額 増加率

平成 24 年度 19,000 円 5,562 円 8,356 円 32,918 円

平成 25年度 21,252円 6,366円 9,788円 37,406円 4,488円 13.6％

※例えば次のように税額が改定されます。

国
保
税
引
き
上
げ
の
理
由

①
医
療
費
の
増
加

　

国
保
給
付
費
は
、
平
成
20
年
度

か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
度

は
高
額
の
手
術
件
数
が
増
え
た
こ

と
が
主
な
原
因
と
な
り
医
療
費
が

高
く
な
り
ま
し
た
。
当
町
は
国
保

加
入
者
が
少
な
い
た
め
、
一
件
で

も
高
額
の
手
術
が
あ
る
と
会
計
に

大
き
く
響
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

国
保
加
入
者
数
が
毎
年
減
少
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
費

は
高
額
と
な
っ
て
し
ま
う
の
が
現

状
で
す
。

②
国
保
税
収
入
の
減
少

　

景
気
の
低
迷
等
に
よ
り
所
得
が

伸
び
ず
、
国
保
税
収
入
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

③
加
入
者
の
減
少

　

75
歳
に
な
っ
た
方
は
国
保
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
と
移
行

し
て
い
く
一
方
で
、
新
た
な
加
入

者
は
ほ
と
ん
ど
見
込
め
な
い
た

め
、
国
保
加
入
者
は
毎
年
減
少
し

て
い
ま
す
。

④
基
金
が
ゼ
ロ
に

　

急
な
医
療
費
の
増
加
に
対
応
す

る
た
め
の
国
保
基
金
（
預
金
）
を
、

医
療
費
の
増
加
に
伴
い
ほ
ぼ
毎
年

使
用
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成
24

年
度
に
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
大
き
な
手
術
が
重
な
り

医
療
費
が
伸
び
た
と
き
に
、
支
払

え
る
お
金
が
な
く
な
り
ま
す
。

H20 H21 H22 H23 H24

国保給付費（千円） 178,342 171,319 148,908 139,560 156,892

国保税収入（千円） 47,531 43,128 39,250 38,259 38,031

国 保 加 入 者 数 678 676 580 574 551

国保加入世帯数 405 399 356 351 348

国保給付費と国保税収入、加入者数などの推移

　

国
保
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
の

医
療
費
は
、
60
歳
代
か
ら
年
代
が

上
が
る
ご
と
に
急
激
に
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
60
歳
代
以
降
の
生
活

習
慣
病
や
、
が
ん
な
ど
の
発
症
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
40
歳
代
、
50
歳

代
か
ら
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を

毎
年
受
け
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切

で
す
。

　

若
い
う
ち
に
生
活
習
慣
の
改
善

や
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
で
き
れ
ば
、
将
来
の
身
体
的

な
負
担
（
手
術
・
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
）

や
、
金
銭
的
な
負
担
（
治
療
費
）

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

「
身
体
的
な
負
担
」
と
「
金
銭
的
な
負
担
」
の
軽
減
を

　

国
保
税
は
医
療
費
の
推
計
を
も

と
に
決
め
、
加
入
者
が
病
気
や
け

が
を
し
た
と
き
の
医
療
費
に
充
て

ま
す
。
医
療
費
が
増
え
れ
ば
、
国

保
税
は
今
回
の
よ
う
に
引
き
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
日
頃
か
ら
健
康
づ
く

り
を
心
掛
け
、生
活
習
慣
の
改
善
、

病
気
の
予
防
に
よ
り
、
医
療
費
を

下
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

医
療
費
が
増
え
る
と
国
保
税
も
引
き
上
げ
に

◆
医
療
費
を
下
げ
る
ポ
イ
ン
ト

①
重
複
受
診
は
や
め
る
。

②
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
。

③
薬
を
た
く
さ
ん
欲
し
が
ら
な

い
。

④
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る
。

⑤
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
る
。

⑥
医
師
を
信
頼
し
、指
示
を
守
る
。

⑦
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
積
極

的
に
利
用
す
る
。

　

今
回
の
国
保
税
改
定
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
役
場
町
民
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
町
民
課

　

☎
（
48
）
５
５
５
５

国保給付費と国保税収入の推移

国保基金残高の推移
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「
上
の
ミ
ジ
ャ
小
屋
」
改
修
事
業

◆
申
請
者

　

大
登
地
区
（
馬
場
正
信
区
長
）

◆
事
業
の
目
的
・
効
果

　

通
称
「
上
の
ミ
ジ
ャ
小
屋
」
は
、
山

か
ら
湧
き
出
る
清
水
を
利
用
し
た
水
場

で
、
か
つ
て
は
地
区
住
民
が
生
活
用
水

と
し
て
利
用
し
、
大
切
な
憩
い
の
場
と

し
て
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。
老
朽
化
し

て
い
た
こ
の
水
場
を
改
修
し
、
地
区
の

財
産
と
し
て
維
持
管
理
し
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
図
る
。

◆
主
な
事
業
内
容

①
水
場
の
改
修

　
（
水
源
・
配
管
・
受
水
槽
・
小
屋
な
ど
）

◆
事
業
費　

41
万
５
千
円

◆
補
助
額　

41
万
５
千
円

改修された大登の水場「上のミジャ小屋」

祈
り
の
道
を
巡
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
環
境
整
備
事
業

◆
申
請
者

　

大
石
田
地
区
（
飯
塚
浩
市
区
長
）

◆
事
業
の
目
的
・
効
果

　

虚
空
蔵
堂
周
辺
を
整
備
し
、
集
落
の

歴
史
を
後
世
に
伝
え
、
誇
り
と
愛
着
を

持
て
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
図
る
。

ま
た
、そ
ば
等
オ
ー
ナ
ー
制
を
実
施
し
、

来
訪
者
と
の
交
流
に
よ
る
集
落
の
活
性

化
を
図
る
。

◆
主
な
事
業
内
容

①
虚
空
蔵
堂
周
辺
整
備

　
（
階
段
・
敷
地
・
参
道
な
ど
）

②
そ
ば
等
オ
ー
ナ
ー
制
の
実
施

◆
事
業
費　

２
５
３
万
円

◆
補
助
額　

50
万
円

そば等オーナー制による山村体験（畑での昼食会）

赤
谷
川
流
水
量
調
査
事
業

◆
申
請
者

　

会
津
み
し
ま
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会

　
（
岩
渕
良
太
会
長
）

◆
事
業
の
目
的
・
効
果

　

昨
年
度
に
実
施
し
た
小
水
力
発
電
地

点
発
掘
調
査
の
評
価
を
踏
ま
え
、
さ
ら

に
精
度
の
高
い
調
査
を
進
め
る
。
将
来

的
に
は
小
水
力
発
電
の
事
業
化
を
目
標

と
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

自
立
し
た
町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
指
す
。

◆
主
な
事
業
内
容

　

赤
谷
川
の
流
水
量
調
査

　
（
電
磁
流
速
計
に
よ
る
計
測
）

◆
事
業
費　

47
万
３
千
円

◆
補
助
額　

20
万
円

流水量調査を実施する赤谷川

宮
下
ま
ち
づ
く
り
事
業

◆
申
請
者

　

宮
下
地
区
（
五
十
嵐
健
二
区
長
）

◆
事
業
の
目
的
・
効
果

　
「
宮
下
・
荒
屋
敷
ま
ち
づ
く
り
作
法
」

に
基
づ
く
景
観
形
成
の
推
進
や
、
基
本

目
標
の
実
現
に
取
り
組
み
、
交
流
人
口

の
増
加
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

◆
主
な
事
業
内
容

①
花
い
っ
ぱ
い
運
動

②
統
一
屋
号
看
板
の
設
置

③
ま
ち
な
か
景
観
づ
く
り

　
（
三
島
小
プ
ー
ル
壁
画
）

④
ア
ー
チ
三
兄
弟
（
橋
）
視
点
場
整
備

⑤
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
保
存
整
備

◆
事
業
費　

50
万
円

◆
補
助
額　

50
万
円

アーチ三兄弟（橋）視点場の整備

間近に巨木を見ながら歩く志津倉山のトレッキング

間
方
地
区
活
性
化
事
業

◆
申
請
者

　

間
方
地
区
（
菅
家
壽
一
区
長
）

◆
事
業
の
目
的
・
効
果

　

人
と
自
然
を
活
用
し
た
観
光
・
体
験

交
流
と
伝
統
文
化
の
継
承
に
よ
る
地
区

と
町
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、
環
境
整

備
、
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
自
然
・
山
村
体
験
を
通
じ
た
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

◆
主
な
事
業
内
容

①
か
し
ゃ
猫
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ロ
ー
ド

　

階
段
・
案
内
看
板
整
備

②
「
高
姫
伝
説
」
紙
芝
居
作
成

③
案
内
人
研
修

◆
事
業
費　

50
万
円

◆
補
助
額　

50
万
円

三
島
町
地
区
支
援
事
業
補
助
金

　

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
魅
力
あ

る
地
区
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

◉
補
助
対
象
経
費

　

地
区
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
事
業

に
要
す
る
次
の
経
費
と
し
ま
す
。

①
専
門
家
等
謝
礼
・
旅
費
②
設
計
・

製
作
等
委
託
料
③
工
事
請
負
費
④
備

品
購
入
費
⑤
印
刷
製
本
費
⑥
通
信
運

搬
費
⑦
臨
時
的
な
使
用
料
・
賃
借
料

⑧
臨
時
に
雇
用
す
る
者
の
賃
金
⑨
そ

の
他
、
町
長
が
必
要
と
認
め
る
経
費

※
国
・
県
等
の
補
助
採
択
を
受
け
、
そ

の
自
己
資
金
分
に
当
補
助
金
を
充
当

す
る
こ
と
も
原
則
と
し
て
認
め
ま
す
。

◉
補
助
対
象
外
の
経
費

　

次
の
よ
う
な
経
費
は
補
助
の
対
象

外
で
す
の
で
、
申
請
の
際
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

①
恒
常
的
な
人
件
費
、
光
熱
水
費
、

家
賃
、
借
地
料
等
②
食
糧
費
③
視
察

研
修
等
旅
費
④
単
な
る
維
持
修
繕
に

係
る
経
費
⑤
商
品
等
の
仕
入
れ
に
係

る
経
費
⑥
販
売
を
予
定
す
る
印
刷
物

の
印
刷
製
本
費
⑦
容
易
に
転
用
が
想

定
さ
れ
る
施
設
や
備
品
等
に
係
る
経

費
⑧
そ
の
他
、
町
長
が
必
要
と
認
め

な
い
経
費

◉
補
助
額

補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
10
以
内
の

額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
た
だ
し
補
助
対
象
経
費
が
委
託

料
・
工
事
請
負
費
・
備
品
購
入
費
に

限
ら
れ
る
場
合
、
補
助
額
は
５
分
の

４
以
内
の
額
と
し
ま
す
。（
国
・
県

等
の
補
助
採
択
を
受
け
、
そ
の
自
己

資
金
分
に
当
補
助
金
を
充
当
す
る
場

合
は
、こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

補
助
額
の
上
限　

50
万
円

※
た
だ
し
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て

補
助
金
交
付
額
を
決
定
し
ま
す
。

◉
補
助
採
択
お
よ
び
補
助
金
交
付
額

の
決
定

　

補
助
採
択
に
当
た
っ
て
は
、
各
課

等
の
長
で
構
成
す
る
審
査
委
員
会
に

よ
る
審
査
を
行
い
ま
す
。
審
査
で

は
、
要
綱
に
定
め
る
補
助
の
対
象
に

適
合
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
、
採

否
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
申
請
の
合

計
額
が
予
算
額
を
超
え
て
い
る
場
合

に
は
、
予
算
額
の
範
囲
内
に
お
い
て

補
助
金
交
付
額
を
決
定
し
ま
す
。

※
補
助
金
の
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た

地
区
づ
く
り
全
般
に
つ
い
て
も
、
お

気
軽
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
役
場
地
域
政
策
課

　

☎
（
48
）
５
５
３
３

　

町
で
は
平
成
25
年
度
の
三
島
町

地
区
支
援
事
業
補
助
金
の
申
請
を

受
け
付
け
、
７
件
の
申
請
の
う
ち
、

審
査
を
経
て
５
件
を
採
択
し
、
合

計
２
１
１
万
５
千
円
の
交
付
を
決

定
し
ま
し
た
。
大
登
地
区
を
新
規

採
択
し
、
そ
の
ほ
か
４
件
を
継
続

採
択
し
ま
し
た
。

地
区
支
援
事
業
補
助
金

５
件
を
補
助
採
択

自
ら
考
え

実
行
す
る

地
区
づ
く
り

続
々
と
進
む
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身近な情報をお寄せください。
役場 地域政策課 ☎（48）5533

み し ま の 出 来 事
TownNews7

　ＪＦＡキリンスマイルフィールド（サッカー
教室）は 6 月 19 日、三島小で開催されました。
これは㈶日本サッカー協会とキリングループ
が被災地の子どもたちにサッカーを通じて笑
顔を届けるプロジェクトとして行われたもの
です。元日本代表の小倉隆史さんが来校し、
リフティングやミニゲームなど、サッカーを
楽しく指導しました。ミニゲームでは小倉さ
んらコーチのチームと対戦し、児童たちは一
生懸命ボールを追いかけました。
　小倉さんは「ボールは必ず蹴った方向に飛
びます。横に蹴れば横に行くし、強く蹴れば
遠くに行ってしまう。誰でも最初は思うよう
にはできません。どうすればうまくなるか、
どう動けば勝てるか、考えながら練習してく
ださい」と伝えました。また正確なリフティ
ングを披露し、児童たちはプロの技に感激し
ていました。
　トレーニング後、小倉さんと撮った記念写
真が児童たちに一枚ずつプレゼントされまし
た。またサッカーボール 10 個、ビブス 40
枚など用品一式が三島小に寄贈されました。

雨天のため体育館で開催されたサッカー教室。ミニゲームでは小倉隆史さんら
コーチ 4 人ほどのチームと、児童たち 10 人以上のチームが対戦した。児童たち
にとってプロの技にふれる貴重な体験となった。（写真奥のゴール前が小倉さん）

プロの技に感激
サッカーで広がる笑顔
元日本代表の小倉隆史さんが来校

1,200 年前、徳一大師が開創した鳥追観音如法寺（西会津町）

　町観光協会の「会津の仏・会津ころり三観音を巡る」日帰
りツアーは 6 月 23 日に行われ、町民の皆さんなど 10 人が参
加しました。ＪＲ只見線とバスを利用し、「会津ころり三観音」
と呼ばれる中田観音（会津美里町）、立木観音（会津坂下町）、
鳥追観音（西会津町）のほか、勝常寺（湯川村）や大山祇神社（西
会津町）などを巡り、心癒される一日となりました。そして会
津各地に残る貴重な文化財について知る機会となりました。

只見線で行く会津の仏巡り
町観光協会ツアー

緊急地震速報を受け、机の下へ入って身を守る児童たち

全世帯のテレビ電話から地震速報
緊急地震速報の全国一斉訓練

　緊急地震速報の全国一斉訓練は 6 月 28 日に行われ、当町
では全国瞬時警報システム（Ｊアラート）に連動している防
災告知端末（テレビ電話）などを使い、訓練を行いました。
午前 10 時 15 分、訓練用の緊急地震速報が町内に流れました。
テレビ電話からは自動的に注意を促すメッセージが発信され
ました。三島小では地震速報を受け、校内放送に従って、机
の下へ入って身を守り、校庭へ避難する訓練も行いました。

分会功労者表彰を受けた秦茂さん（大石田）

　交通安全協会三島分会総会は 6 月 20 日、町民センターで
行われました。諏訪義幸会長は「分会活動を支えてくださる
皆さまに感謝いたします。今後もさらに事故防止に努めましょ
う」とあいさつしました。また会津坂下警察署の山口慎吾署
長は「管内では事故が減少していますが、工事関係車両も多
いため引き続き注意してください」と話しました。総会の席上、
分会功労者、優良運転者などが表彰されました。

管内では交通事故が大幅減
交通安全協会三島分会

横に並んで苗を植えた三島小 5 年生の児童たち

田んぼに入り、手植えを体験
三島小5年生の稲作体験

　三島小 5 年生の稲作体験授業が始まり、6 月 7 日に田植え
が行われました。宮下地区の方々などの指導により、毎年行
われています。今回はあらかじめ線を引かず、縄を伸ばして
それに沿って真っすぐに植える「すじ植え」という方法で苗
を植えました。児童たちは横に並んで田んぼに入り、順々に
苗を植えていきました。今後は、草取り、稲刈り、脱穀、最
後に収穫祭が予定されています。

道の駅前の花植え作業

　町内の国道沿いなどの花植え作業は 6 月 21 日・22 日に行
われました。この花植えは県のフラワーロード事業による委
託を受けて毎年実施されています。町交通安全母の会を中心
とする各地区のボランティアの皆さんが、県から配布された
マリーゴールドやサルビア、ベコニアなど合計 7,752 本の苗
を植えました。道路沿いはたくさんの花で彩られ、通行する
人々を和ませています。

7,752 本の花で町を彩る
母の会など町民の皆さんが毎年協力

６月のスナップ

MemoryMemory
JuneJune

テープカットして「清匠庵」の完成を祝ったセレモニー

空き家をリフォームして活用
早戸の古民家「清

せ い

匠
しょう

庵
あ ん

」完成
　早戸地区の空き家を改修した「清匠庵」のオープンセレモ
ニーは 6 月 15 日に行われました。この古民家は佐久間建設
工業㈱が、権利者の佐久間スミ子さん（宮下）から借り受け、
町の補助を受けて改修したものです。2 階には会議室もあり、
居住だけでなくＩＴ企業などのオフィスとしても使えるようリ
フォームされています。スミ子さんも完成を喜び、早戸の方々
も「空き家に明かりが灯って活気が出る」と期待しています。
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ズームイン４町民記者の
地元密着通信

（写真）旧大石田分校校庭で開催された運動会

　第 4 回大石田健康を守る会大運動会は 6 月 16 日、旧大石
田分校校庭で開催されました。前日まで雨が降り心配された
天気も、当日は運動会日和となり、大勢の参加者で賑わいま
した。ホールインワン、借り物競争、宝拾いなど個人競技の
ほか、隣組対抗の輪投げ、上地区・下地区対抗の綱引きなど
を行い、大いに盛り上がりました。心地よい汗を流したあと
は懇親会。緑鮮やかな会場にたくさんの笑顔があふれました。

文・写真　町民記者　渡部　和さん（大石田）青空に歓声響く　大石田で運動会

（写真）三島小プール壁面のアート壁画制作

　宮下・荒屋敷地区の景観づくりの一環として、三島小プー
ル壁面のアート壁画制作がスタートしました。地区と学校が
連携し、住民の方々と児童たちが共同で絵を描いていきます。
最初の作業は 6 月 17 日に行われ、部落委員やまちづくり応
援隊メンバーの皆さんが壁面を洗浄し、ローラーで下地を描
きました。今後、児童たちが花などを描き、毎年描き加えて
いく計画で、素敵なアート壁画になります。

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）三島小プールにアート壁画

（写真）「上のミジャ小屋」を改修した大登の皆さん

　大登地区では、通称「上のミジャ小屋」と除雪機保管庫などの整備
が行われました。「上のミジャ小屋」は、大変歴史の古い清水小屋です。
今から 210 年前に会津藩に提出された「金山谷郷大谷組大登村銘細書上
帳」の中に、この清水のことが記載されています。昔から生活に欠かせ
ない貴重な水源で、公営の水道が引かれた現在でも大切に利用されてい
ます。今回の整備で、水源からの導水管を取り替え、小屋の改修工事を
行い、区長の馬場正信さんの揮毫による看板を掲げました。

文・写真　町民記者　角田伊一さん（川井）歴史ある水場が復活　大登の「上のミジャ小屋」

（写真）久しぶりの雨に潤う水田と、作付けできなかった田

　西方地区は昔から水不足に悩んできた地区で、稲表の水田
の「夜水かけ」も語り種になっていますが、平成 8 年の耕地
整理と溜め池、用水路の整備で解消されています。しかし今
年は豪雪にもかかわらず、4 月からの高温と記録的な少雨で
溜め池も底をつき、多くの田がひび割れ、植え付けのできな
い田もありました。6 月 14 日にようやくまとまった雨があり
ましたが、稲の生育期を控え、本格的な降雨が渇望されます。

稲表の美しい水田が大ピンチ！ 文・写真　町民記者　坂内洋二さん（西方）

　ビールや冷たい飲み物がおいしい季節になって
きました。最近は「ノンカロリー」「カロリーオ
フ」などの飲み物が多く出回っていますが、「ゼロ」
と表示されていても、「0kcal」ではない場合もあ
ります。
　「無」「ノン」「ゼロ」は 100ml あたり 5kcal 未満、

「オフ」「低」「ライト」「控えめ」は 100ml あた
り 20kcal 以下の飲み物に表示することができま
す。また「甘さ控えめ」は味覚に関する表示なので、
糖類が少ないという意味ではなく、明確な基準は
ありません。気になる方は、商品の栄養成分表示
を確認してみましょう。
　ところで、「脱水にならないようにビールをいっ
ぱい飲んでいるよ～」と時々耳にしますが、これ
は良くありません。アルコール飲料や甘すぎる清
涼飲料水は脱水予防にはなりません。飲み過ぎに
は注意しましょう。

県立宮下病院から

栄養士のつぶやき

小野 知恵 管理栄養士

問町社会福祉協議会 ☎（52）3344

地域ふれあいサロン
浅岐あったかサロン
7 月 9 日㊋ 10：00 ～ 浅岐集会所

大石田友遊サロン
7 月 18 日㊍ 10：00 ～ 大石田生活改善センター

心配ごと相談
7月 11日㊍ 9：30～11：30　福寿草

問町社会福祉協議会 ☎（52）3344

４カ月児健診
 7 月 9 日㊋ 11：15 ～ 坂下厚生総合病院
 8 月 13 日㊋ 11：15 ～ 坂下厚生総合病院

３歳児健診
 7 月 17 日㊌ 13：00 ～ 柳津町・銀山荘

乳幼児健診
 8 月 29 日㊍ 13：10 ～ 町民センター
　※乳児・1 歳 6 カ月児・2 歳児

足腰げんき教室
▶室内運動編
 7 月 23 日㊋ 13：30 ～ 町民センター
 9 月 17 日㊋ 13：30 ～ 町民センター 
▶水中運動編
 7 月 16 日㊋ 13：00 町民センター集合
   （西会津町民プールへ送迎）
 8 月 21 日㊌ 13：00 町民センター集合
   （西会津町民プールへ送迎）

機能訓練会
 7 月 10 日㊌ 14：00 ～ 福寿草
 8 月 7 日㊌ 14：00 ～ 福寿草

心の健康相談（※事前申し込み必要）
 7 月 22 日㊊ 13：30 ～ 福寿草
　《申込先》町民課 ☎（48）5565

※この実施予定は、別に配布しました平成 25 年度健康づく
り年間予定表（ピンク色の一枚刷り）から転記しています。

保健・子育て・健康づくり
問町民課 ☎（48）5565

実 施 予 定

※8月 6日の「心の健康相談」は都合により中止
となりますのでご了承ください。
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Open Space

Book Review町民センター図書コーナー ゆめぽけっと
◦利用時間 ㊊～ ㊏ 9：00～21：00 ㊐㊗ 9：00～17：00　◦お休み 年末年始　問教育委員会 ☎（48）5599

森のうた
岩城宏之　著　
埼玉福祉会

　岩城宏之と山本直純の青春絵巻。中・高
齢者および弱視者に読み易い「大活字本」
です。

あなたを
ずっとずっと
あいしてる
宮西達也　著　
ポプラ社

　マイアサウラ（草食恐竜）のお母さんが
拾ってきた卵は、ティラノサウルス（肉食
恐竜）の卵だったのです。その赤ちゃんは
どうなるか。父と母と子の切ない愛情物語。

宇宙飛行
若田光一　著　
日本実業出版社

　4 度も宇宙に飛んだ彼が撮った豊富な写
真と、みんなが知りたがる素朴な質問に答
えます。訓練、打ち上げの瞬間、機内での
過ごし方など興味ありませんか。

民話
第 28 話

河
か っ ぱ

童と魚売り

　

昔
あ
っ
た
ど
。

　

山
ん
中
の
川
っ
淵
に
、
二
、三
十
軒

の
村
が
あ
っ
て
、
魚
屋
が
一
軒
だ
け

あ
っ
た
だ
ど
。
こ
こ
の
旦
那
は
毎
日
魚

背
負
っ
て
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
の
村
を
売

り
歩
く
が
、な
か
な
か
儲
が
ん
な
く
て
、

貧
乏
ば
か
り
し
て
暮
ら
し
て
い
や
っ
た

ど
。

　

あ
る
時
ひ
と
山
越
え
で
、
そ
の
先
の

村
ま
で
売
り
に
出
掛
げ
で
行
っ
た
ど
こ

ろ
、
川
っ
淵
で
子
め
ら
が
大
勢
し
て
何

か
騒
い
で
い
っ
か
ら
、

　
「
こ
れ
、
に
し
ゃ
ら
、
何
騒
い
で
い

ん
だ
」

っ
て
、
の
ぞ
い
て
見
っ
と
、
ち
っ
ち
ぇ

河か
っ
ぱ童
の
子
を
押
さ
え
つ
け
で
い
だ
だ

ど
。

　
「
こ
ら
、
に
し
ゃ
の
親
河か

っ
ぱ童
は
人
ん

ど
ご
化
か
し
て
悪
り
ぃ
ご
ど
ば
ぁ
り
し

て
る
つ
ぅ
ご
ん
だ
。と
っ
つ
か
め
ぇ
で
、

ひ
で
ぇ
め
に
あ
わ
し
て
や
っ
か
ら
」

な
ん
て
、
い
じ
め
で
ん
だ
ど
。

　
「
こ
ら
、
そ
ん
な
ち
っ
ち
ぇ
河か

っ
ぱ童

ん
ど
ご
、
い
じ
め
ん
で
ね
ぇ
。
な
ぁ
、

河か
っ
ぱ童
な
ん
て
人
に
意
地
悪
す
る
も
ん
で

ね
ぇ
。
そ
れ
、
お
ら
に
売
っ
て
く
ろ
」

ど
っ
て
、
わ
ず
か
の
売
上
金
全
部
、
子

め
ら
に
く
っ
ち
ぇ
、
河か

っ
ぱ童
買
っ
て
向
こ

う
の
沢
さ
連
れ
で
っ
て
放
し
て
や
っ
た

ど
。
そ
ん
じ
、
そ
の
日
は
あ
と
一
匹
も

売
ん
に
く
て
家
さ
帰
っ
た
だ
ど
。
だ
げ

ん
じ
ょ
、
何
と
な
く
良
い
ご
ど
し
た
気

持
ち
で
心
は
ほ
が
ら
か
だ
っ
た
ど
。

　
「
か
が
ぁ
、
俺
い
い
ご
ど
し
て
き
た

ぞ
」

　
「
何
し
ゃ
っ
た
、
お
前
さ
ん
」

　
「
こ
れ
こ
れ
こ
う
い
う
訳
で
、
銭
は

だ
い
で
河か

っ
ぱ童

助
け
て
川
さ
放
し
て
や
っ

た
」

つ
う
ど
、
か
か
ぁ
怒
っ
て
、

　
「
馬
鹿
、
河か

っ
ぱ童
さ
大
金
出
し
て
い
ら

れ
め
ぇ
が
」

　
「
だ
げ
ん
じ
ょ
俺
む
ず
さ
く
て
見
で

ら
ん
に
ゃ
が
っ
た
だ
。子
河か

っ
ぱ童
帰
っ
て
、

親
河か

っ
ぱ童
な
ん
ぼ
喜
ん
で
っ
か
し
ん
に
ぇ

よ
。
俺
と
で
も
気
持
ち
い
い
」

ど
っ
て
一
杯
飲
ん
で
寝
で
し
ま
い
や
っ

た
ど
。
ほ
れ
が
ら
明
日
目
覚
ま
し
て
起

ぎ
で
外
さ
出
で
見
だ
ら
、
家
の
軒
端
さ

魚
箱
が
置
い
で
あ
っ
た
じ
ゅ
う
だ
。
そ

の
魚
が
ま
た
た
い
し
た
立
派
な
魚
で
、

こ
ご
ら
へ
ん
で
は
見
っ
こ
ど
で
き
ね
ぇ

高
い
値
段
の
魚
だ
っ
た
ど
。
そ
れ
が
何

匹
も
置
い
で
あ
っ
た
だ
ど
。

　
「
奇
態
な
ご
ど
も
あ
る
も
ん
だ
。こ
ぉ

だ
高
級
な
魚
、
誰
が
持
っ
て
来
た
が
分

別
つ
か
ね
ぇ
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
昨
日

の
河か

っ
ぱ童
の
親
で
も
置
い
で
い
っ
た
が
し

ん
に
ぇ
」

　

誰
も
引
き
取
り
手
が
ね
ぇ
の
で
、
腐

ん
ね
う
ぢ
に
売
っ
た
ど
ご
ろ
、
た
ち
ま

ち
高
く
売
れ
っ
ち
ま
っ
た
ど
。
次
の
日

も
次
の
日
も
、
生
き
の
い
い
魚
が
置
い

で
あ
っ
て
、
自
然
と
金
も
た
ま
っ
た
ん

だ
ど
。

　
「
は
ぁ
、
な
ん
ぼ
河か

っ
ぱ童
の
恩
返
し
だ

か
ら
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
い
い
気
に

な
っ
て
も
い
ら
れ
め
ぇ
」

ど
っ
て
、
魚
売
り
は
川
さ
行
っ
て
、

　
「
河か

っ
ぱ童

ど
ん
、
礼
は
あ
と
た
く
さ
ん

だ
か
ら
明
日
が
ら
は
ね
ぇ
ご
ど
に
し
て

く
な
ん
し
ょ
」

っ
た
ら
、
川
の
底
の
ほ
う
が
ら
、

　
「
い
や
い
や
、
ま
だ
ま
だ
百
分
の
一

も
恩
返
し
し
て
ね
ぇ
。
今
年
一
年
は
毎

日
持
っ
て
い
ぐ
が
ら
、
儲
げ
で
貧
乏
暮

ら
し
は
や
め
で
く
ん
つ
ぇ
」

　

次
の
朝
が
ら
は
、
い
ま
っ
と
多
く
魚

届
い
て
、
一
人
で
は
売
り
歩
く
ご
ど
も

で
き
ね
ぇ
ほ
ど
に
な
っ
ち
ま
っ
た
じ
ゅ

う
ご
ど
で
、
魚
売
り
は
小
僧
や
召
し
使

い
を
い
っ
ぺ
ぇ
雇
っ
て
、
あ
っ
ち
こ
っ

ち
売
り
歩
き
、
た
ち
ま
ち
大
店
に
繁
盛

し
っ
つ
ま
っ
た
つ
ぅ
ご
ん
だ
。

　

ざ
っ
と
昔
、
栄
え
だ
。

　

話
者　

故
片
山
長
平
さ
ん
（
小
和
瀬
）

　

全
会
津
中
体
連
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
は
６
月
12
日
、
若
松
四
中
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
三
島
中
男
子
が
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
三
島
中
は
一
回

戦
で
若
松
三
中
、準
決
勝
で
一
箕
中
、

決
勝
で
は
若
松
四
中
を
破
り
、
全
試

合
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
ち
上
が
り
、
県

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
県
大
会

は
７
月
22
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、

会
津
若
松
市
で
開
催
さ
れ
、
３
位
ま

で
が
東
北
大
会
に
出
場
で
き
ま
す
。

　

三
島
中
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

は
、
昨
年
秋
に
全
会
津
優
勝
、
県
大

会
３
位
と
な
り
、
今
年
５
月
の
全
会

津
選
抜
大
会
で
も
優
勝
。
今
年
度
は

会
津
地
区
で
の
試
合
で
は
負
け
な
し

で
す
。
部
員
は
少
な
い
で
す
が
、
身

長
の
高
い
選
手
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ

と
も
強
み
で
す
。

　

生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
、
三
島
中

の
常
設
部
は
男
女
と
も
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
だ
け
で
す
。
好
き
な
部
活
を
選

べ
な
い
環
境
の
中
で
が
ん
ば
る
生
徒

た
ち
の
躍
進
が
光
り
ま
す
。
県
大
会

で
は
優
勝
を
目
標
に
掲
げ
、
そ
し
て

念
願
の
東
北
大
会
で
の
勝
利
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

三
島
中
の
過
去
最
高
成
績
は
、
平

成
11
年
に
成
し
遂
げ
た
東
北
大
会
ベ

ス
ト
８
。
先
輩
た
ち
に
追
い
つ
き
、

追
い
越
す
こ
と
を
目
指
し
て
、
夏
の

大
会
に
挑
み
ま
す
。

勝
ち
進
め
。三
島
中

全
会
津
中
体
連
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

全
試
合
ス
ト
レ
ー
ト
で
優
勝全会津中体連で優勝した三島中男子バレーボール部。次は

県大会、そして東北大会での勝利を目標に練習に励む

　町観光協会の田舎暮らし体験ツアーは 6 月 29 日・
30 日に行われ、11 人が参加しました。今年度 2 回目
となる今回は、マタタビの四つ目ざる作りに挑戦。伝
統工芸士の五十嵐光栄さんと目黒政栄さん（ともに滝
谷）、そして菅家藤一さん（間方）に習い、苦労しな
がら自分のざるを完成させました。参加した皆さんは
早戸温泉竹のや旅館に泊まり、夜は交流会を開いて親
睦を深めました。

マタタビの四つ目ざる作りを体験
早戸温泉に宿泊　町観光協会のツアー

マタタビの四つ目ざるを完成させたツアー参加者と講師の方々
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お 知 ら せ の ペ ー ジ

広域市町村圏整備組合
「消防職員」採用試験

　会津若松地方広域市町村圏整備組
合では、来年度採用予定の消防職員・
消防職員（救急救命士）を募集します。
◆採用職種・採用予定人員
消防職員　13 人程度
消防職員（救急救命士）若干名
◆職務内容　消防署等において、警
防、予防、救急等の業務に従事します。
男女とも原則として深夜業を含む交
替制勤務です。（6 カ月間の消防学校
研修後、各部署に配属されます）
◆受験資格　高校卒業程度の学力を
有し、昭和 61 年 4 月 2 日から平成 8
年 4 月 1 日までに生まれた者で、身
体強健な者。救急救命士については、
昭和 61 年 4 月 2 日以降に生まれた者
で、救急救命士法による救急救命士
の免許の交付を受けている者。
◆試験申込書の請求　消防本部・消
防署・分署・出張所、市町村役場で
交付します。また消防本部のホーム
ページからダウンロードすることも
できます。http://www.119-aizu.jp
※郵送を希望する場合は、封筒に「採
用試験用紙請求」と朱書きし、120
円分の切手を貼ったあて先明記の返
信用封筒（A4 判大）を必ず同封して、
会津若松地方広域市町村圏整備組合
消防本部総務課（〒 965-0131 会津若
松市北会津町中荒井字諏訪前 11）へ
送付してください。
◆受付期間
平成 25 年 7 月 17 日㊌から
平成 25 年 8 月 16 日㊎まで
※執務時間中（8：30 ～ 17：15）に
限る。土曜日、日曜日、祝日を除く。
郵送の場合は平成 25 年 8 月 16 日㊎
の消印のあるものまで受け付ける。
◆第一次試験（教養・体力）
と　き　平成 25 年 9 月 22 日㊐
ところ　会津大学
問会津若松地方広域市町村圏整備組合
　消防本部総務課総務グループ
　☎ 0242（59）1400

未登録の銃砲刀剣類
発見した場合は登録を

◆未登録の銃砲刀剣類を
　発見した場合
（1）発見届　まず最寄りの警察署に

発見届を提出してください。
（2）登録手続きの案内　発見届が済

むと、県教育委員会（県教育庁文化
財課）から発見届出者に登録審査会
の案内があります。案内がない場合
は原則審査できませんのでご注意く
ださい。
（3）登録審査会　次のものを持参し

てください。
①県教育委員会からの案内文書②発
見届をした銃砲刀剣類③銃砲刀剣類
発見届出済証（警察署から交付され
たもの）④登録申請書（県教育委員
会から送付されたもの）⑤印鑑⑥登
録審査手数料 1 件（銃砲刀剣類 1 丁）
につき 6,300 円分の福島県収入証紙

（※収入証紙は会場となる合同庁舎売
店で取り扱っています）⑦委任状（代
理人に依頼する場合）
◆登録刀剣類の所有者が変わった場
合や、登録証を紛失した場合
（1）所有者が変わった場合　新しい

所有者が、県教育委員会に 20 日以内
に所有者変更届を提出してください。
（2）登録証を紛失した場合　遺失物

届を警察署に提出してから、登録証
再交付申請書を県教育委員会に提出
し、案内に従って登録審査を受けて
ください。
※再交付手数料1件（銃砲刀剣類1丁）
につき 3,500 円分の収入証紙
（3）貸付または保管を委託する場合

貸付または保管委託届を 20 日以内に
県教育委員会に提出してください。
㊟これらの手続きを怠ると不法所持
になり罰則を受けることがありますの
で速やかに手続きを行ってください。
※登録審査会の日程など詳しくはお
問い合わせください。
問県教育委員会　文化財課
　☎ 024（521）7787

ふくしま
大卒等合同就職面接会

　平成 26 年 3 月に大学を卒業予定
の方、平成 23 年 3 月以降に卒業して
就職活動中の方を対象に、正社員で
雇用する計画のある県内企業との面
接会を開催します。（事前申込不要）

【福島会場】
◆日時　7 月 30 日㊋
◆場所　コラッセふくしま
　　　　（福島市三河南町 1 番 20 号）
◆内容　11：00～ 就職支援セミナー
　　　　13：00～ 合同就職面接会
◆企業　県内 45 社予定
問福島新卒応援ハローワーク
　☎ 024（534）0466

【郡山会場】
◆日時　8 月 8 日㊍
◆場所　ビッグパレットふくしま
　　　　（郡山市南 2 丁目 52 番地）
◆内容　10：30～ 就職支援セミナー
　　　　13：00～ 合同就職面接会
◆企業　県内 70 社予定
問郡山新卒応援ハローワーク
　☎ 024（927）4633

▶固定資産税
　第2期

▶国民健康保険税

　第2期

▶介護保険料（普通徴収）

　第2期

忘れずにお納めください。
役場 町民課

７月の納税
納期限　7月31日

放送大学
10月入学生募集

　放送大学では平成 25 年度第 2 学
期（10 月入学）の学生を募集してい
ます。放送大学はテレビやインター
ネットを通して授業を行う通信制の
大学です。働きながら学んで大学を
卒業したい、学びを楽しみたいなど、
さまざまな目的で幅広い世代、職業
の方が学んでいます。心理学、福祉、
経済、歴史、文学、自然科学など幅
広い分野を学ぶことができます。
◉ 15 歳以上の方なら 1 科目から学習
する選科履修生・科目履修生として
入学できます。
◉ 18 歳以上の大学入学資格をお持ち
の方なら学力試験はなく、全科履修
生として入学でき、4 年以上在学し
て 124 単位以上を修得し卒業すると、
学士（教養）の学位を取得できます。
◉一つの分野を体系的に学びたい方
には「放送大学エキスパート」を実
施しています。
出願期間　8 月 31 日まで
※資料を無料で差し上げていますの
で、下記までご請求ください。また
ホームページでも受け付けています。
問放送大学 福島学習センター
　〒 963-8025 郡山市桑野 1-22-21
　（郡山女子大学内）
　☎ 024（921）7471

森　田　喜美代　様（川井）

板　橋　敏　美　様（滝原）

五十嵐　育　壽　様（大登）

角　田　容　一　様（川井）

ご寄附
ありがとうございました

町社会福祉協議会へのご寄附
（ご遺志によるもの）

広域市町村圏整備組合
「行政職」採用試験

　会津若松地方広域市町村圏整備組
合では、平成 26 年 4 月採用予定の
職員を募集します。
◆採用職種・採用予定人員
行政職　若干名
◆受験資格　高校卒業程度の学力を
有し、昭和 61 年 4 月 2 日から平成 8
年 4 月 1 日までに生まれた者。
◆試験申込書の請求　会津若松地方
広域市町村圏整備組合事務局・消防
本部・消防署・分署・出張所、市町
村役場で交付します。また整備組合
のホームページからダウンロードす
ることもできます。
http://www.aizu-kouiki.jp
※郵送を希望する場合は、封筒に「採
用試験用紙請求」と朱書きし、120
円分の切手を貼ったあて先明記の返
信用封筒（A4 判大）を必ず同封して、
会津若松地方広域市町村圏整備組合
事務局総務課総務係（〒 965-0037
会津若松市中央三丁目 10-12）へ送
付してください。
◆受付期間
平成 25 年 7 月 17 日㊌から
平成 25 年 8 月 16 日㊎まで
※執務時間中（8：30 ～ 17：15）に
限る。土曜日、日曜日、祝日を除く。
郵送の場合は平成 25 年 8 月 16 日㊎
の消印のあるものまで受け付ける。
◆第一次試験（教養・事務適性）
と　き　平成 25 年 9 月 22 日㊐
ところ　会津大学
問会津若松地方広域市町村圏整備組合
　事務局総務課総務係
　☎ 0242（24）6311

人口 1,880 -3 出生 1
男 898 ±0 死亡 4
女 982 -3 転入 4

世帯 834 ±0 転出 4
㊟住民基本台帳による数値です。増減は前月
との比較、出生・死亡・転入・転出は前月 1
カ月間に届出のあった人数です。

町の人口と世帯 6 月 1日現在

　今年で 63 年目を迎える「社

会を明るくする運動」は、すべ

ての国民が犯罪や非行の防止と、

罪を犯した人たちの更生につい

ての理解を深め、それぞれの立

場で力を合わせ、犯罪や非行の

ない明るい社会を築こうとする

全国的な運動です。

　安全・安心な町づくりと、青

少年の健全育成のために、町民

の皆さんのご理解とご協力をお

願いします。

社会を
明るくする運動
７月は強調月間です

◆町内パレード
　実施日　7 月 12 日

　各地区を回りますので温かい

ご声援をお願いいたします。

◆みしまテレビ広報番組
①「心のリレー」
　7 月 1 日から 7 月 15 日の間、
午後 2 時から放送します。

②「更生保護」
　7 月 16 日から 7 月 31 日の間、
午後 2 時から放送します。
　広報番組をご覧になり、社会
を明るくする運動へのご理解、
ご協力をお願いいたします。

「社会を明るくする運動」
三島町推進委員会

社会を明るくする運動
強調月間の活動予定
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News & Information
会津坂下警察署からのお知らせ

区　分 管　内 三島町
強 盗 1
空 き 巣 ね ら い
忍 び 込 み
事 務 所 荒 ら し
出 店 荒 ら し
自 動 車 盗 1
オ ー ト バ イ 盗
自 転 車 盗 3
自 販 機 ね ら い 1 1
車 上 ね ら い
ひ っ た く り
部 品 ね ら い 1
強 制 わ い せ つ
街 頭 犯 罪 合 計 7 1
全 刑 法 犯 41 4

※全刑法犯には街頭犯罪以外（器物
損壊、暴行、傷害、万引き、詐欺な
ど）の犯罪発生件数が含まれます。

街頭犯罪発生件数（1月～5月）

送り付け商法
被害急増中

◆送り付け商法とは
　注文した覚えのない商品を送
り付け、その代金を請求する商
法です。郵便や宅配便で送り付
けてきます。代金請求書が同封
されていたり、代金引換郵便で
送り付けてくる場合もあります。
◆被害防止方法
❶注文者の確認が取れないとき
は、受け取らない。（受け取りを
拒否しても一定期間は保管されま
すので、確認できてから受け取る）
❷商品と受け取ってしまった場合
は、14日間は何もしない。（法律
では 14 日間経過しても送り主が
引き取らなければ、受取人は代金
を支払う必要がなく、商品を自由
に処分してよい）
❸不当な請求が続くときは、警察
に相談する。

三島町での刑法犯（５月）
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広報みしまが全国入選

全国広報コンクール広報紙町村部で入選した広報みしま平成
24 年 12 月号　【審査評】特集は、町営住宅の現状、空き家
問題、地元企業の家づくり、今後の検討など各紙面がしっか
りと企画され訴求力がある。「住みたい、住み続けたいふる
さと」にするための住環境整備、地域づくりへの認識が深ま
る企画。住民との協働が望まれる問題であり、継続して広報
したい。1 色の紙面が編集テーマと合致しており視覚的に強
い印象を与える。可読性の高い本文組みをはじめ、写真の配
置、見出しのレイアウトなどスキルが高い。タイトルやリー
ドで問いを発してみせ、本文でそれについて考え答えるとい
う展開で、読者が引き込まれるように仕組んでいる点が秀逸。
特集に合わせた表紙にある手書きのメモも興味をひく。他の
ページも情報の区分けが分かりやすい。（抜粋）

　㈳日本広報協会主催の全国広報コンクールに
おいて、当町の広報みしま平成 24 年 12 月号
が広報紙町村部で入選しました。表彰式は 6 月
28 日、山梨県甲府市で開催された第 50 回全国
広報広聴研究大会の席上で行われ、当町に表彰
状が贈られました。
　同コンクールは平成 24 年中に発行、発表さ
れた広報作品を対象に実施されたもので、広報
みしまは福島県市町村広報コンクールでの特選
により推薦され、全国審査を受けました。
　入選した平成24年12月号は、特集、町の話題、
行政情報などを 24 ページにまとめました。特
集では、町営住宅の現状、空き家問題、地元企
業の家づくり、住環境整備の検討などについて
9 ページにわたって掲載し、町の住まいについ
ての課題や展望を広報しました。また宮下・荒
屋敷地区屋号看板のグッドデザイン賞受賞を巻
頭で伝えたほか、町民記者による地元密着の話
題も掲載。さらに三島中男子バレーボール部の
県大会 3 位の快挙を裏表紙で大きく伝えました。
　広報は、町民の皆さんと行政のつなぎ役です。
今後も多くの方々に読んでいただける広報紙を
目指します。取材などに対するご理解とご協力
をお願いいたします。

節電にご協力ください
東北電力

　日頃より、節電にご協力いただき、誠にありがとうご
ざいます。
　さて先般、国の電力需給に関する検討会合において、
全国の今夏の電力需給対策が決定され、当社管内におき
ましては、「数値目標を伴わない節電」に取り組んでいく
こととなりました。
　当社の電力需給につきましては、平成 22 年並みの猛
暑となった場合でも、7 月は 5.0％、8 月は 5.5％、9 月は
6.2％の予備率を確保できる見通しとなっております。
　このような見通しは、東日本大震災以降、緊急設置電
源の設置や長期計画停止をしていた火力発電所の運転再
開など、あらゆる供給対策を積み重ねたことに加え、こ
れまでお客さまにご協力をいただいております節電の定
着分をその前提として見込んでいるものであります。　
　しかし、仮に火力発電所が予期せぬトラブルで停止し
た場合には、一気に需給が逼迫する恐れもあることから、
当社におきましても、暑さが本格化する 7 月から 9 月を

「夏季需給対策強化月間」と設定し、緊張感を持って設
備の運転・保守にあたり安定供給の万全を期してまいり
ます。
　こうしたことから、皆さまには大変ご不便をおかけし
ますが、今年の夏も、上手な電気のご使用や無理のない
範囲での節電へご理解・ご協力いただきますようお願い
いたします。

問東北電力コールセンター　☎ 0120（175）466
ホームページ「節電方法のご紹介」
http://setsuden.tohoku-epco.co.jp/setsuden/

ご家庭における主な節電事例

エアコン

室温を 28℃に設定する。
すだれや、よしず等で日差しを和らげる。
無理のない範囲で扇風機を使う。
フィルターを定期的に清掃する。

冷蔵庫
冷却設定を「中」にする。
扉の開閉は必要最小限にする。

テレビ
省エネモードにする。
長時間見ないときは主電源を切る。

照明 不要な照明は消す。
炊飯器 1 日分まとめて炊いて冷蔵庫に保存する。
洗濯機 容量の 80％を目安にまとめ洗いする。

待機電力
リモコンの電源ではなく、主電源を切る。
長時間使用しない機器はプラグから抜く。

※本事例は一般的な取り組みであり、お客さまの状況に応じて無理
のない範囲でのご協力をお願いいたします。
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部屋の中でもなります。熱中症
　室内でも熱中症の危険があります。日常の健康
管理、エアコンや扇風機の利用、こまめな水分補
給など熱中症予防を心がけましょう。
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金子由美さん（喜多方市）
金子綾子さん（喜多方市）

原良江さん（南会津町）
馬場純子さん（南会津町）

恒吉知優ちゃん、優太くん
優希ちゃん（那須塩原市）

大友聡さん、真弓さん、心羽ちゃん（仙台市）
我妻ゆきさん（つくば市）

菊地うめ子さん（福島市）

岩橋純子さん（会津若松市）
木村美紀さん（会津若松市）

小松義和さん、時子さん
坂口標子さん、亮太さん（東京都） 佐藤憲之さん、あず美さん

門倉美三男さん、利喜子さん（東京都）
「工人まつりに来るのは 5 回目です」

平野良紀さん、陽子さん、英里さん
（会津坂下町、特別町民会員）

松本みちよさん、佐藤美智子さん
小島順子さん（宮下）片野雅子さん（南相馬市）

馬場修子さん（桧原）

家山千賀子さん、朋子さん（石川県）
「初めて来ました」

宇内敬さん、陽子さん、紀代さん
（会津坂下町、特別町民会員）

関千尋さん、杏壽ちゃん
（会津若松市）

いっぱい人が集まって

すげーな工人まつり。 工人まつりには、

編み組ファッションで行かなくちゃ。
6 月 8 日・9 日に盛大に開催された第 27 回ふるさと会津工人まつり。
好天に恵まれ、二日間で過去最高の約 26,000 人が訪れました。
工人まつりでは、編み組細工を持った、おしゃれな方々がたくさん見られます。
そんなファッションの楽しみも、編み組細工の魅力の一つですね。
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▼
国
保
税
の
引
き
上
げ
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
加

入
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
負
担

と
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。
加
入
者
は

減
り
、
税
収
も
減
る
一
方
で

す
。
若
い
う
ち
か
ら
病
気
に

な
ら
な
い
よ
う
気
を
配
る
こ

と
が
、
医
療
費
を
下
げ
る
た

め
の
近
道
で
す
。
自
分
の
た

め
に
も
家
族
の
た
め
に
も
、

ま
ず
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
▼
地
区
支
援
事
業
に
５
件

が
補
助
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

水
場
の
整
備
や
、
橋
が
見
え

る
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
整
備
、

オ
ー
ナ
ー
制
の
実
施
な
ど
、

各
地
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
ら
が
結
ば
れ
、
町
全
体
に

新
し
い
流
れ
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
、
町
と
し
て
も

支
援
し
て
い
き
ま
す
▼
全
国

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
に

出
席
し
、
入
選
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
今
後
も
良
い
広

報
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
で
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー

ブ
ル
を
活
用
し
た
テ
レ
ビ
放
送

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
、

町
内
の
約
65
％
の
ご
家
庭
が
加

入
し
て
い
ま
す
。（
平
成
25
年

５
月
末
現
在
）

　

加
入
す
る
と
各
家
庭
で
の
ア

ン
テ
ナ
が
不
要
と
な
り
、
雪
に

よ
る
ア
ン
テ
ナ
損
傷
の
対
応
な

ど
維
持
管
理
の
手
間
が
省
け
ま

す
。
ま
た
町
内
の
話
題
や
イ
ベ

ン
ト
、
行
事
、
お
知
ら
せ
な
ど

を
放
送
す
る
町
の
自
主
放
送

「
み
し
ま
テ
レ
ビ
」
も
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
み

し
ま
テ
レ
ビ
」
は
月
２
回
更
新

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
お
申
込
み
後
、
調
査

や
施
工
調
整
に
日
数
を
要
し
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
役
場
総
務
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ま
の
ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

※
国
の
方
針
に
よ
り
、
平
成

27
年
３
月
ま
で
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
ア
ナ
ロ
グ
に
変
換
す

る
﹁
デ
ジ
ア
ナ
変
換
﹂
に
よ

る
放
送
を
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
お
申
し
込
み

　

役
場
総
務
課
に
お
電
話

く
だ
さ
い
︒
手
続
き
に
つ

い
て
ご
案
内
し
ま
す
︒

問
役
場
総
務
課

　

☎
（
48
）
５
５
１
１

◆
料
金

　

月
額
５
０
０
円

　

※
半
年
分
一
括
払
い

︻
支
払
方
法
①
︼

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
料
金
回
収
代
行

サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
︑
口
座

振
替
ま
た
は
納
付
書
払
い

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
︒

︻
支
払
方
法
②
︼

　

町
か
ら
納
付
書
を
発
行

し
ま
す
の
で
︑
役
場
窓
口

も
し
く
は
会
津
信
用
金
庫

宮
下
支
店
ま
た
は
Ｊ
Ａ
会

津
み
ど
り
三
島
総
合
支
店

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
︒

三
島
町
テ
レ
ビ
放
送
サ
ー
ビ
ス

ご
加
入
の
す
す
め
月
額
５
０
０
円

アンテナいらず。
町の自主放送みしまテレビも放送中。 現

在
、
町
内
の
約
65
％
の
ご
家
庭
で

ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
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